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三 

 
衆
議
院
議
員
山
原
健
二
郎
君
提
出
滋
賀
丸
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

滋
賀
丸
の
沈
没
に
至
る
経
過
等
に
つ
い
て
は
、
現
存
資
料
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
不
明
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
今
日
に
お
い
て
船
体
及
び
遺
骨
の
引
上
げ
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
滋
賀
丸
犠
牲

者
の
う
ち
、
乗
客
の
遺
族
に
つ
い
て
は
、
国
と
し
て
特
段
の
措
置
を
講
ず
る
考
え
は
な
い
。 




